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甲 州 文 化 再 見
風 疾 如 風 情報伝達と

輸送手段

“ F U ” “ R I N ” “ K A ” “ Z A N ”

第一回

のろし～山岳地形を活用した情報の伝達手段～

棒道・舟運～輸送・物流に欠かせないもの～

伝馬・輸送人夫制度～宿場ごとに人馬を交換する～

f u r e a i 13＿

次
回
は
、「
林
」を
テ
ー
マ
に

お
送
り
し
ま
す
。

　

武
田
氏
は
緊
急
の
情
報
伝

達
手
段
と
し
て
、の
ろ
し（
烽

火
・
狼
煙
）を
盛
ん
に
使
っ
た

と
い
う
。
江
戸
時
代
後
半
に

編
ま
れ
た
「
甲
斐
国
志
」
は
、

身
延
町
西
島
に
所
在
し
た
烽

火
台
を「
篝
火
焼
場
」と
呼
び
、

周
辺
の
峰
々
に
は
物
見
が
置

か
れ
た
と
す
る
伝
承
を
載
せ

て
い
る
。
富
士
吉
田
市
か
ら

富
士
河
口
湖
町
近
辺
に
は
、「
鐘

撞
堂
」の
称
が
残
っ
て
い
る
。

日
中
は
煙
を
上
げ
、
ま
た
夜

間
は
篝
火
を
た
き
、鐘
・
太
鼓

を
打
ち
鳴
ら
し
て
、
躑
躅
ヶ

崎
館
の
信
玄
へ
情
報
を
継
ぎ

送
っ
た
の
だ
ろ
う
。
上
野
原

市
か
ら
大
月
市
に
か
け
て
、

桂
川
の
両
岸
に
は
、「
御
前
山
」

と
称
さ
れ
る
峰
々
が
点
在
す

る
が
、
こ
れ
ら
も
同
様
の
施

設
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
相

互
の
距
離
は
二
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
前
後
で
あ
る
。

　

北
杜
市
か
ら
信
州
諏

訪
へ
向
け
て
延
び
る「
棒

道
」―
。武
田
軍
の
侵
攻

路
と
し
て
、
信
玄
に
よ

り
整
備
さ
れ
た
も
の
と

伝
え
ら
れ
る
。「
甲
斐
国

志
」に
よ
れ
ば
、上
・
中
・

下
の
三
筋
が
あ
っ
た
と

い
う
。
同
時
代
の
史
料

に
は
、軍
勢
の
駐
屯
地
と
し
て
、

上
の
棒
道
の
起
点
若
神
子（
北

杜
市
）、中
の
棒
道
が
通
過
し

た
大
井
ヶ
森（
同
）の
地
名
が
、

し
ば
し
ば
登
場
す
る
。

　

富
士
川
の
舟
運
は
、
十
七

世
紀
初
頭
に
始
ま
る
と
さ
れ

る
。し
か
し
、河
川
を
使
っ
た

物
資
の
輸
送
は
、
さ
ら
に
さ

か
の
ぼ
る
よ
う
だ
。
笛
吹
市

で
は
、十
四
・
十
五
世
紀
の
作

と
さ
れ
る
常
滑
焼
の
か
め
が

各
一
点
発
見
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
十
四
世
紀
の
も
の

は
、高
さ
五
八
・
六
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
、口
径
四
三
・
四
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
の
で
、

産
地
の
知
多
半
島（
愛
知
県
）

か
ら
馬
の
背
に
つ
け
て
運
ぶ

の
は
、
不
可
能
だ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。

　

甲
州
道
中
│
。
甲
斐
国

内
に
は
、
東
端
の
上
野
原

宿
（
上
野
原
市
）
か
ら
西

端
の
教
来
石
宿（
北
杜
市
）

ま
で
二
十
五
宿
が
置
か

れ
た
。
街
道
や
宿
駅
の
整

備
は
、
江
戸
幕
府
の
成
立

と
と
も
に
進
ん
だ
が
、
そ

の
起
源
は
信
玄
の
時
代

に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

永
禄
十
一
年（
一
五
六
八
）、

木
曾
へ
向
か
っ
た
小
田

原
在
住
の
僧
侶
は
、
甲
府

か
ら
台
ヶ
原（
北
杜
市
）ま
で

馬
一
頭
を
用
立
て
て
も
ら
い
、

四
十
文
を
支
払
っ
て
い
る
。

　

江
戸
時
代
、
身
延
山
へ
の

参
詣
路
と
し
て
に
ぎ
わ
っ
た

駿
州
往
還
（
河
内
路
）
。
そ
の

整
備
が
進
ん
だ
の
も
、
武
田

氏
の
時
代
で
あ
っ
た
。
河
内

地
方（
富
士
川
流
域
）を
領
し

た
穴
山
信
君
（
信
玄
の
甥
で

女
婿
）は
、万
沢
・
南
部
・
下
山
・

岩
間
に
伝
馬
宿
を
設
置
し
て
、

公
用
の
荷
を
逓
送
す
る
た
め

の
シ
ス
テ
ム
を
整
え
て
い
る
。
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穴山家伝馬手形（幸福大夫文書・三重県伊勢市「神宮文庫」所蔵）

伝馬がおかれていた宿場（台ヶ原宿）

笛吹市内で発見された常滑焼のかめ

信玄棒道

※記載されている宿駅で次の宿までの伝馬を用立てた。

来年1月からのNHK大河ドラマ「風林火山」の放映は、山梨の魅力を全国に発信し、本県のイメー

ジをさらに高める絶好の機会です。県では、大河ドラマの放映にあわせ、官民協働の集客イベント

「風林火山博（仮称）」の開催などさまざまな取り組みを行っていきます。

この機会に皆さんも郷土山梨をもう一度見つめ直してみませんか。英雄・武田信玄の時代の文化

を「風」「林」「火」「山」の4回シリーズで紹介します。

第一回目のテーマは「風」。

内外の情勢をいかに早く知り、伝えるか。また、いかに多くの物資や人間を短時間で移動させるか。

これらは国の存亡に関わる重要な課題であったと思われます。情報伝達手段の確保と効率的な輸

送・物流のための知恵を紹介します。
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ジをさらに高める絶好の機会です。県では、大河ドラマの放映にあわせ、官民協働の集客イベント

「風林火山博（仮称）」の開催などさまざまな取り組みを行っていきます。

この機会に皆さんも郷土山梨をもう一度見つめ直してみませんか。英雄・武田信玄の時代の文化

を「風」「林」「火」「山」の4回シリーズで紹介します。

第一回目のテーマは「風」。

内外の情勢をいかに早く知り、伝えるか。また、いかに多くの物資や人間を短時間で移動させるか。

これらは国の存亡に関わる重要な課題であったと思われます。情報伝達手段の確保と効率的な輸

送・物流のための知恵を紹介します。

‐

…
江
尻（
静
岡
県
）

…
興
津（
静
岡
県
）

…
完
原（
静
岡
県
）

…
万
沢（
南
部
町
）

…
南
部（
南
部
町
）

…
下
山（
身
延
町
）

…
岩
間（
市
川
三
郷
町
）

…
江
尻（
静
岡
県
）

…
興
津（
静
岡
県
）

…
完
原（
静
岡
県
）

…
万
沢（
南
部
町
）

…
南
部（
南
部
町
）

…
下
山（
身
延
町
）

…
岩
間（
市
川
三
郷
町
）

上図の城砦群を甲相国境

付近から望む

　 鶴島御前山

　 栃穴御前山

　 牧野砦

　 四方津御前山
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城砦分布図（上野原市）

　　　


